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市長記者会見 

 

期 日  令和４年４月２２日（金） 

時 間  午前１０時～ 

場 所  対策室 

 

発 表 内 容 

 

 

１ 子どもの権利週間について  （こども政策課） 

 

２ 農業ＤＸ・ＳＤＧｓモデル事業の提案募集について 

                     （農林政策課） 

 

（資料配布） 

※  新型コロナウイルスに係るワクチン接種の概況について 

※  ゴールデンウイークの主なイベントについて 

 

 

 

 

新潟市 



 
 
 
 

 

 

新型コロナウイルスに係るワクチン接種の概況 
集計 令和 4年 4月 20日時点 

【速報値】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【問い合わせ先】 

  新潟市保健衛生部 コロナワクチン接種推進担当課長 明間 

  電 話：025-212-8173（直通） 

 

令和 4 年 4 月 22 日 
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接種対象者ベース

対象人口 第3回 第2回 第1回

A
接種回数

B
接種率

（B÷A）
接種回数

C
接種率

（C÷A）
接種回数

D
接種率

（D÷A）

合計 759,291  406,008  56.8% 642,476  84.6% 647,641  85.3%

【内訳】

 65歳以上 242,000  207,972  85.9% 220,064  90.9% 220,529  91.1%

 60歳～64歳 47,405   36,082   76.1% 43,818   92.4% 43,878   92.6%

 50歳～59歳 104,658  64,441   61.6% 95,023   90.8% 95,140   90.9%

 40歳～49歳 111,439  44,262   39.7% 98,134   88.1% 98,311   88.2%

 30歳～39歳 84,480   27,521   32.6% 71,355   84.5% 71,623   84.8%

 20歳～29歳 70,863   21,802   30.8% 58,557   82.6% 58,830   83.0%

12歳～19歳 54,155   3,149    5.8% 44,945   83.0% 45,383   83.8%

5歳～11歳 44,291   685      1.5% 3,419    7.7%

【参考】総人口ベース

総人口 第3回 第2回 第1回

A'
接種回数

B
接種率

（E÷A'）
接種回数

C
接種率

（C÷A'）
接種回数

D
接種率

（D÷A'）

合計 784,774  406,008  51.7% 642,476  81.9% 647,641  82.5%

年齢階級

・対象人口（各年齢階級別）は、R3.3月末時点住民基本台帳人口を基にしたR4.3月末時点の推計値。

ただし、3回目接種の対象人口は、5歳～11歳を含まないため715,000人となる。

・接種回数は、ワクチン接種記録システム（VRS）に基づく実績値。ただし、年齢が不明なものは年齢

階級別に計上していない。

・総人口は、首相官邸ホームページで公表している接種回数の統計に合わせ、総務省が公表している

令和3年1月1日住民基本台帳年齢階級別人口(市区町村別）のうち、性別及び年齢階級の数字を集計

したものを使用。



             
 
 
 
 
○概要  

～新潟市子ども条例とは～（令和 3 年 12 月制定、令和 4 年 4 月施行） 
  子どもの権利を保障し、おとなの責務を明らかにすることで、全ての子ど

もが豊かな子ども期を過ごせるまちの実現を目指し制定されました。 
 【子どもにとって大切な権利】 
  ●安心して生きる権利   ●自分らしく生きる権利 
 ●豊かに生き、育つ権利  ●身近なおとなとの受容的な関係を作る権利 

  ●社会に参加する権利 
 【おとなの責務】 
  全ての子どもの成長を社会全体で支えよう。 
  子どもに接するおとなが、それぞれの役割に応じた取組を連携・協力して

いくことが大切です。 

  
 
 「新潟市子ども条例」に基づき、子どもの権利について関心及び理解を深め

るため、5月 5日子どもの日から 11日までを「子どもの権利週間」と位置
づけ、様々な機会を捉えて周知・啓発を行う取組です。 

  
   

  
  厚生労働省が全国の自治体に呼び掛け、子どもの健やかな成長について国民全体

で考えてもらうことを目的に、児童福祉の向上に向けて、周知・啓発などに取り

組むもので、毎年実施されています。 
 

○取組内容 

◆こども創造センター「GW スペシャル」イベントとの連携 

  ５月５日（木・祝）は新潟市子育て応援キャラクター「ほのわちゃん」も登場！ 

   民間企業と連携した周知・啓発も実施。イベント詳細は別添チラシをご覧ください。 

◆市内児童館や子育て関連施設における新潟市子育て応援キャラクター 

「ほのわちゃん」の塗り絵の配付と掲示 

◆市役所本庁舎における懸垂幕の掲出  
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イベントの詳細、児童館等の塗り絵の実施予

定などは市 HP よりご覧ください。 

（「新潟市子ども条例」ページ内） 

 

スマートフォンの方はこちら⇒ 

 

「子どもの権利週間」です 

新潟市 

新潟市子育て 
応援キャラクター 
ほのわちゃん 

【お問合せ先】 

新潟市こども未来部こども政策課 担当：吉岡・押味 

電 話：０２５－２２６－１１９３（直通） 

ＦＡＸ：０２５－２２４－３３３０ 

E-mail：mirai@city.niigata.lg.jp 

子どもの権利週間 

児童福祉週間 

市、事業者、保護者、市民、 

学び・育ちの施設の関係者 

新潟市子ども条例に基づく 

～全ての子どもが豊かな子ども期を過ごせるまちを目指して～ 

子どもの権利や健やかな成長について、みんなで一緒に考えてみましょう！ 

mailto:mirai@city.niigata.lg.jp


 

農業DX・SDGsモデル事業の 

提案募集について 
 

  新潟市では持続可能な農業を実現するため、農業DXの活用によって生産性・収益性向上

を図る取り組みや、SDGsに繋がる環境負荷低減の取り組みを行う農業者等を支援します。

意欲的な提案をお待ちしています。 
 

 

○募集期間 令和４年４月２５日(月曜)  午前8時30分から 

    5月24日(火曜)  午後5時30分まで 

 

○募集テーマ 

                                    

①デジタル技術の活用        
例えば、自動運転田植え機を活用し、作業時間を従来よりも20％削減できるか実証する 

 

②環境負荷の軽減 
例えば、新技術活用により雑草対策を行い、有機農業面積を2ha拡大できるか実証する 

 

○事業者の要件 次のいずれか2者以上で構成する実証グループ（代表者は1又は2であること） 
 

１．新潟市内に住所を有する農業者・農業法人 

２．市内JA、土地改良区、NOSAI等、農業関係団体 

３．県内に所在する大学、農研機構等、研究機関（国、県、市町村を除く） 

４．先端技術を持つ企業 
 

○補助上限額 ２００万円 （事業費の上限は設けません） 
 

○補助率 ２分の１以内 
 

○補助対象経費 機械・備品費、消耗品費、通信費、印刷製本費、借料及び損料、光熱水費、

燃料費、会議費、賃金、旅費、雑役務費、システム開発・改修費 
※ 詳細は市ホームページをご覧ください 
 

○補助対象期間 補助金交付申請日から令和5年2月28日(火曜)まで 
 

○申請方法 事業計画書を作成し、補助金交付申請書及び添付書類一式を農林政策課

へメール、郵送、窓口持参のいずれかで提出してください 
※ 様式は市ホームページをご覧ください 
 

 

▶お問い合わせ先◀ 

   新潟市農林政策課 

   電話： 025-226-1761 

   担当： 佐藤・松川 

 
新潟市ホームページ 
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期　日 名　称 会　場 内　容 問い合わせ先

４月14日(木)
～５月１日(日)

2022 萬代橋
チューリップ
フェスティバル

萬代橋周辺（国
道７号萬代橋西
詰交差点～東港
線交差点）の両

側歩道

今年で37回目を迎えた春の恒例行事。市民の
皆さんが育てた約２万５千本のチューリップ
が、新潟市のシンボル萬代橋を彩ります。

みどりの政策課
電話 025-226-3065

４月29日(金・祝)
～５月１日(日)、
５月３日(火・祝)
　～５日(木・祝)

鉄道模型走行会
実物車両客室・運転

席公開

秋葉区
新津鉄道資料館

５月２日（月）を除く毎日、鉄道模型走行会
を開催します（午前10時～午後４時）。同期
間中、ミニＳＬも運行します（１人１回100
円、雨天除く）
また、５月３日～５日に、日替わりで実物車
両の運転席などを公開します（要事前予
約）。

新津鉄道資料館
0250-24-5700

４月29日(金・祝) にいがたカナール彩

中央区
新潟県スポーツ
公園・カナール

広場

とやの潟健康ウォーク、カヌー試乗会など、
鳥屋野潟の豊かな自然に触れ合えるイベント
が盛りだくさん。フィナーレは花火で！

新潟市駅南まつり
協賛会

電話 025-282-7108

４月29日(金・祝)
～５月２日(月)

にいがた花絵
プロジェクト2022

ＪＲ新潟駅
南口広場

チューリップの切り花生産量日本一の新潟
市。球根育成のため捨てられてしまうチュー
リップの花を使って花絵を制作するイベント
です。6万5千本のチューリップを使って、縦
3.6メートル、横10.8メートルの巨大壁画花
絵を制作します。
４月29日　13時15分～花絵制作
５月２日　夕方まで　花絵展示

にいがた
花絵プロジェクト
実行委員会事務局
電話 025-222-8710

４月29日(金・祝)
～５月８日(日)

ゆめ・のせ・あが
れ！寺山こい来い

フェスタ

東区
寺山公園

寺山公園及び子育て交流施設「い～てらす」
の更なる知名度向上を図るとともに、東区の
強みである子育て支援や、産業・ものづくり
などの魅力を発信するイベントを開催しま
す。
・こいのぼりの掲揚（１５本）
・地元企業及び団体と連携下イベントの開催

東区建設課
025-250-2630

４月29日(金・祝)
～５月８日(日)

 北方文化博物館
大藤棚ライトアップ

江南区
北方文化博物館

越後随一の大地主、伊藤家七代の歴史と地方
文化を当時の姿そのままに伝える豪農の館・
北方文化博物館。樹齢約150年、一本の木か
ら広がる豪農の大藤が開花にあわせライト
アップされます。

北方文化博物館
電話 025-385-2001

４月30日(土)
～５月５日(木・

祝)

春の新潟・音楽
ウィーク2022

りゅーとぴあ
ほか

ゴールデンウィーク期間中に、りゅーとぴあ
を中心として、クラシック音楽を気軽に楽し
むことができるイベント「春の新潟・音楽
ウィーク2022」を3年ぶりに開催します。

同実行委員会事務局
(新潟市文化政策課内)
電話 025-226-2631

笹団子作り、こいのぼりステッキ作り、動物
の餌やり体験などさまざまな催しを開催しま
す。

いくとぴあ食花
食育・花育センター

025-282-4181

こいのぼりステッキ作りや「こどもの権利週
間」、「児童福祉週間」と連携した塗り絵、
お絵かきを行うほか、５月５日には新潟市子
育て応援キャラクター「ほのわちゃん」が
やってきます。

こども創造センター
電話　025-281-3715

５月３日(火・祝)
　～５日(木・祝)

いくとぴあ食花
ＧＷスペシャル

中央区
いくとぴあ食花

２０２２ ゴールデンウイークの主なイベント

※全てのイベントで感染症対策を講じておりますが、
　感染予防を行いながら、ご参加ください。

裏面もあります



期　日 名　称 会　場 内　容 問い合わせ先

５月３日(火・祝)
　～５日(木・祝)

アグリパーク周年祭
南区

アグリパーク

ウォークラリーや、フリーマーケットを開催
します。他にも沼垂木遣り太鼓会による演奏
などもありますので、ぜひご家族・ご友人と
一緒にアグリパークへ遊びに来てください。

アグリパーク
電話 025-378-3109

５月３日(火・祝)
　～５日(木・祝)

信濃川感謝祭2022
 やすらぎ堤川まつり

中央区
信濃川右岸やす
らぎ堤右岸・NST

子どもたちの元気な成長を願い「こいのぼ
り」を掲揚します。フリーマーケットの出店
や地震体験、ミニ鯉のぼり工作、テレビ局の
裏側体験のほか、企業のPRブース、関屋分水
通水50周年記念ブース等の出展イベントを開
催します。

信濃川フェスティバル
実行委員会

電話 025-226-3025

５月３日(火・祝)
　・４日(水・祝)

いわむろや
鉄道ジオラマ運転会

西蒲区
岩室観光施設
いわむろや

Nゲージのモジュールを使用し、全周15メー
トルの線路にさまざまな車両をエンドレス運
行します。（入場無料）
時間：10:00～17:00

いわむろや
電話 0256-82-1066

５月７日（土）
・８日（日）

アート・ミックス・
ジャパン2022

りゅーとぴあ

全国から一流の伝統芸術が集い、解説付きで
楽しめる、新潟発の和の祭典「アート・ミッ
クス・ジャパン」が3年ぶりに開催されま
す。
公演時間を例年の45分から90分に拡大し、ひ
とつ一つの公演がより感動的に。前知識や鑑
賞経験がなくても、どなたでもお楽しみいた
だけます。

アート・ミックス・
ジャパン専用電話

025-255-1332


